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中央教育審議会



告示文部科学大臣

中央教育審議会

諮
問

答
申

学校教育法第三十三条：小学校の教育課程に関する事項は、（中略）文部科学大臣が定める。



国語WG 外国語WG 社会・地理歴史・公民WG

算数・数学WG

特別活動WG

理科WG

芸術WG

情報・技術WG

家庭WG

道徳WG

体育・保健体育、健康、安全WG

生活、総合的な学習・探究の時間WG

産業教育WG

不登校児童生徒に係る特別の教育課程WG

幼児教育WG 特別支援教育WG

中央教育審議会教育課程部会

教育課程企画特別部会

総則・評価特別部会

義務教育検討チーム

高等学校検討チーム

特定分野に特異な才能のある児童生徒に係る特別の教育課程WG

※今後検討体制について変更の必要が生じた場合は、構成について見直しを行う。

学習指導要領改訂に向けた検討体制

次期学習指導要領に向けた検討状況について 資料７ p2



教育課程部会 体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ 委員名簿

令和8年4月24日

文部科学省HPより



文部科学省には答申で提言された事項を

確実に実施すべき大きな責任があります。

『学校の未来はここから始まる』（教育開発研究所）より抜粋



文部科学大臣

中央教育審議会

諮
問

答
申

今、まさに答申が出される

直前です。



告示文部科学大臣

そして、年度末を予定として、

次期学習指導要領が

告示されます。



２．次期学習指導要領の方向性



教育課程部会

次期学習指導要領等に向けた
審議まとめ

令 和 ８ 年 1 0 月 ５ 日
中 央 教 育 審 議 会
初 等 中 等 教 育 分 科 会
教 育 課 程 部 会



第１部 次期学習指導要領の基本的な方向性

第１章 子供たちを取り巻く社会や学校の現状と展望

第２章 次期学習指導要領に向けた基盤となる考え方
（1）多様な子供たちの「深い学び」を確かなものにするための３つの方向性
（2）「深い学び」の実現と「確かな知識」の習得
（3）自らの人生を舵取りすることができる民主的で持続可能な社会の創り手の育成

第３章 「深い学び」を実現するための分かりやすく使いやすい学習指導要領
（1）「深い学び」の実装に向けた基本的な考え方
（2）「知識及び技能に関する統合的な理解」「思考力、判断力、表現力等の総合的な発

揮」による構造化
（3）「学びに向かう力、人間性等」の再整理
（4）資質・能力の構造の俯瞰を支える表形式化
（5）授業づくりを支える「デジタル学習指導要領」の実現
（6）「統合的な理解・総合的な発揮」を生かした単元構想・授業づくり
（7）「見方・考え方」の再整理
（8）学習の基盤となる資質・能力の再整理
（9）デジタル学習基盤を前提とした学びの在り方
（10）個に応じた学習過程の充実
（11）構造化を踏まえた学習活動の在り方

第４章 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程
（1）柔軟な教育課程の必要性とその基本的な方策
（2）義務教育段階における「調整授業時数制度」の創設等
（3）高等学校段階における単位制の柔軟化等
（4）個別の児童生徒に係る特別の教育課程の編成・実施

第５章 「余白」の創出を通じた教育の質の向上
（1）「余白」の創出に関する基本的な考え方
（2）各学校の授業時数の適正化や平準化
（3）構造化や調整授業時数制度を踏まえた教科書の精選
（4）統合的な理解・総合的な発揮を踏まえた各教科等における内容の整理・精選

第６章 豊かな学びに繋がる学習評価
（1）前回改訂で目指した方向性と現行の学習評価の課題
（2）「学びに向かう力、人間性等」の評価の在り方
（3）「統合的な理解・総合的な発揮」との関係性の整理
（4）シンプルで資質・能力の育成に繋がる学習評価のプロセスの整理

第７章 情報活用能力の抜本的向上と質の高い探究的な学びの実現
（1）情報活用能力の抜本的向上の必要性と方向性
（2）情報活用能力を基盤とした質の高い探究的な学びの実現

第８章 次期学習指導要領の趣旨を実現するために必要な方策
（1）調整授業時数制度創設や情報活用能力の抜本的向上に伴う標準授業時数

の在り方
（2）高等学校の教科・科目構成と標準単位数の在り方
（3）カリキュラム・マネジメントの更なる実装に向けた在り方
（4）高等学校入学者選抜の在り方
（5）「社会に開かれた教育課程」の実質化
（6）諸条件の整備の在り方

第２部 基本的な方向性を踏まえた各教科等の方向性

第１章 各学校段階、教科等横断的事項に関する改善
➢ 総則に係る諸事項の改善
➢ 幼児教育
➢ 特別支援教育
➢ 高等学校定時制・通信制

第２章 各教科・科目等に関する改善
➢ 国語
➢ 社会、地理歴史、公民
➢ 算数、数学
➢ 理科
➢ 理数
➢ 生活
➢ 芸術
➢ 家庭
➢ 情報・技術、情報
➢ 体育、保健体育
➢ 外国語活動、外国語
➢ 産業教育
➢ 道徳教育
➢ 総合的な探究の時間
➢ 特別活動

第３章 個別の児童生徒に係る特別の教育課程の創設
➢ 不登校児童生徒に係る特別の教育課程
➢ 特定分野に特異な才能のある児童生徒に係る特別の教育課程

第３部 資料編
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次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方



次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方

②

～あらゆる方策を活用し、三位一体で具現化～

学びをデザインする高度専門職としての教師 デジタル学習基盤をはじめとする基盤整備

総合的な勤務環境整備

生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、

自らの人生を舵取りすることができる自らの人生を舵取りすることができる 民主的で持続可能な社会の創り手民主的で持続可能な社会の創り手 をみんなで育む

多様性の包摂多様性の包摂① 深い学びの実装深い学びの実装

実現可能性の確保実現可能性の確保③

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに

主体的・対話的で主体的・対話的で

学習指導要領の構造化・表形式化・デジタル化

学習の自己調整や学習方略の指導等による個に応じた学習過程の充実

豊かな学びにつながる学習評価質の高い探究的な学び

情報活用能力の抜本的向上

生成AIが社会に浸透しつつある中、より一層「深い学び」の重要性が高まっ
ている。教師がそのイメージを掴み取り、授業づくりに生かしやすい学習指導
要領とし、「主体的・対話的で深い学び」の実装を図る。

①②の実現・両立は容易ではなく、教育課程の実施に
伴う負担への指摘に真摯に向き合い、実現可能性を確
保する必要。教育課程において教師と子供に「余白」
（多様な子供たちの深い学びを実現するための時間
的余裕）を創出し、豊かな学びに繋げる。

調整授業時数制度（特に裁量的な時間（研究・研修等枠））

カリキュラム・マネジメントの更なる実装

構造化等に伴う教科書の精選・必要に応じた内容の精選

授業時数や週当たりコマ数の適正化・平準化

全ての子供たちに「深い学び」による資質・能力の育成を図る必要がある一方、子供たちの多
様性は格段に顕在化。子供の実態や課題に応じた教育課程・学習指導を充実・可能とするこ
とで、全ての子供たちを包摂し、必要な資質・能力を育成する。
その際、民主的で持続可能な社会の創り手を育てる上で、多様な他者と学ぶ学校が大きな役
割を果たす。

調整授業時数制度 高等学校の単位制の大幅な柔軟化

特別の教育課程の新設・拡充 デジタル学習基盤の活用

学習の自己調整や学習方略の指導等による個に応じた学習過程の充実

1-2-1  

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p403
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「好き」を育み、「得意」を伸ばす 当事者意識を持って、自分の意見を
形成し、対話と合意ができる（興味・関心） ×

情報活用能力・言語能力の
育成を一体的に充実

（デジタルのみならず一層
身体性を重視）

調整授業時数制度の活用
（一定の要件の下、各教科等の時数を減じて、
教科への上乗せ、裁量的な時間等に活用）

「深い学び」の実現のための
「統合的な理解・総合的な発揮」に

向けた授業改善

全ての活動を通じ、
「学びに向かう力、人間性等」

の育成を重視

障害や認知特性等
多様な実態を踏まえた調整

（全ての子供の学びやすさに繋がる授業
設計・環境整備・家庭学習を含む）

全ての活動の基盤となる
心理的安全性の確保

（学級経営、教科指導）

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに
複層的な包摂に向けた

特別の教育課程の新設・改善
（校内外教育支援センターに通う不登校児童生徒（新

設）、
特定分野に特異な才能のある児童生徒（新設）、
通級指導・日本語指導が必要な児童生徒）

子供主体のルール形成

・ 納得解を創造する合意形成

・ 意見表明の機会の確保

・ 安易な多数決の回避や少数
意見の吟味の重視

・ 対話と合意の手法を活用

特別活動

子供主体の学校行事

・ 企画・運営を含め児童生徒
が主体的に役割を担う

・ 文化的行事を「好き」や「得
意」を発表する機会としても
明確化

自己の興味・関心に
関わる課題の設定
の充実

・ 「プレゼン」、「レポート」等
に加え、「作品制作」も示
すなど探究（外化）の在
り方を拡充

・ 多様な興味・関心に応え
るチームでの指導体制

総合

・ 「テーマ探究」と「マイ探究」
をバランスよく組み合わせる

個人を起点として
課題を設定

教師を起点として
共通テーマを設定

テーマ探究 マイ探究

自らの人生を舵取りする力自らの人生を舵取りする力 民主的で持続可能な社会の創り手民主的で持続可能な社会の創り手と の育成

考え、議論する道徳の実装

・ 価値の実現をめぐる葛藤や価値の対立をめぐる葛藤と向き合う
・ 道徳的行為に関する実体験や実感を伴う活動を重視

道徳

「主体的・対話的で深い学び」の実現を通じた「主体的・対話的で深い学び」の実現を通じた

自分の意見や考えを根拠をもって表現する活動
（AIに依存せず、書く・話すなどの外化を通じ、習得した知識や自分の意見や考えを表現）

生きて働く「確かな知識」の習得（意味理解や知識の構造化を重視）

自律的な学習習慣の形成
（学習の自己調整を通じて、家庭学習の内容や学び方を自律的に決定）

社会・職業とのつながり・学ぶ意義の重視
（全ての教科で重視。特に中・高では「数学ガイダンス」「科学ガイダンス」を新設）

探究的な学びの充実
（教科においても「なぜ？」を重視し、知識の構造化や総合での課題の発見に繋げる）

各教科等

興味・関心が広がる教材・学習方法の選択を促進
（デジタル学習基盤の積極的活用、紙・デジタルの双方を含む多様な教材の活用を推進）

メディアリテラシーや情報モラルの育成
小・総合の「情報の領域」、中・「情報・技術科」をはじめ教育課程全体で重視（クリティカル・シン
キング、情報の真偽や偏りの吟味、判断の留保、デジタルの賢い使い方と距離の置き方 等）

構造化に
伴う必要
に応じた内
容の精選、
教科書の
精選

高

小

中

幼

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に

主
体
的
な
進
路
選
択
に
も
繋
げ
る

子供たちの多様性を踏まえた個に応じた
学習過程の充実

（科学的根拠に基づく学習の自己調整や学習方略の指導等、
学習途中のアセスメントとフィードバック）

※教師の適切な指導の下で行うとともに、教師の過度な負
担を生じさせないことが前提

※幼児教育：０歳～小学校就学前までの幼稚園、保育所、認定こども園における教育

幼児教育における「遊びの深まり」 （言葉を用いて考える力の基礎の育成、他者と関わり協同する力の育成、遊びの中で多様な動きを伴う体験の充実と身体感覚の育成）

1-2-2  

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p404



①
深い学びの実装深い学びの実装

主体的・対話的で主体的・対話的で



生成AIが社会に浸透しつつある中、より一層「深い学び」の

重要性が高まっている。教師がそのイメージを掴み取り、授

業づくりに生かしやすい学習指導要領とし、「主体的・対話

的で深い学び」の実装を図る。

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p403



「統合的な理解・総合的な発揮」を生かした単元構想・授業づくり



「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」の可視化による「深い学び」の具現化
⚫知識の理解も、情報の丸暗記にとどまらない概念としての習得や深い意味理解が重要。思考力、判断力、表現力等も、社会や生活で
直面する未知の状況でも身に付けた力を総動員して課題解決に繋げていけるよう「質」を高めることが重要（資質・能力の「深まり」）

⚫ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の
確かな定着は難しい（資質・能力の「一体的育成」））

こうした「資質・能力の深まり」と「資質・能力の一体的育成」を学習指導要領上で可視化し、資質・能力の関係性の理解や、それ
らを一体的に育成するための教師の単元・授業づくりを助け、「深い学び」（※）を授業で具現化しやすくする

1-3-1  

個別の思考力、判断力、表現力等

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮

＼生きて働く／

知識及び技能
他の学習や生活の場面でも活用できる

＼未知の状況にも対応できる／

思考力、判断力、表現力等
知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

個別の知識や技能
知識① 知識② 知識③ 知識④

(例)比例・反比例の理解 / 1次方程式の解き方 等 (例)二つの数量の変化・対応関係を見つけて式やグラフを用いて考察する 等

(例)現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を予測して、
具体的な解決策を選択する

知識及び技能に関する統合的な理解

(例)関数を使えば未知の状況を予測できる

個別の知識や技能が相互に関連付けられて一般化され、
統合的な理解となった姿

複雑な課題の解決に向けて、個別の思考力、判断力、表現
力等を組み合わせたり選んだりして総合的に働かせた姿

資質・能力の
「深まり」の可視化

資質・能力の
「深まり」の可視化

資質・能力の

「一体的育成」

の可視化

個別の資質・能力の
獲得や発揮の方向性を
示す目標の性質

単元等における達成の
目標の性質

＼知識及び技能／
統合的な理解

＼思考力・判断力・表現力等／

総合的な発揮

（※）次期学習指導要領における「深い学び」は、「個別の『知識及び技能』、個別の『思考力、判断力、表現力等』について、一体的に育成しつ
つ、それらの統合的な理解や総合的な発揮を促す学びのプロセス」といえる。

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p405



マナムカ

情報活用能力言語能力 相補的

「多様な子供たちの深い学び」を支える学習過程

他者との対話や
協働

学びを方向
付ける人間性

初発の思考や
行動を起こす力・
好奇心

学びの
主体的な調整

＼学びに向かう力、人間性等／

学習の基盤と
なる資質・能力

言語による情報を理解してそれ
を基に思考し、文章や発話に
より表現する力

情報技術を適切かつ効果的に活用し、
問題を発見・解決したり自分の考えを
形成したりしていく力

個に応じた学習
過程の充実

子供によって多様な特性
等があり、学びが深まる過
程は様々。自らに適した
学習過程を可能とできる
よう工夫が必要。

自己調整できる機会 学習方略の指導 メタ認知

等一斉・協働・個別といった学習場面の効果的な配置 相互に学び合える心理的安全性の確保（教科指導・学級経営）

＼知識及び技能／
統合的な理解

＼思考力、判断力、表現力等／

総合的な発揮

質が高く効率的な
「外化」を支え、学
習の基盤となる

「学びに向かう力、人間性等」の
要素の一体的育成が、子供たち
が個に応じつつ学び合い、深い学
びを実現していくために不可欠

身に付けた資質・能力
を組み合わせ、未知の
場面でも複雑な課題の
解決ができるようになる

論述・レポート・作品制作
等（※2）を通じ、習得した
知識・技能を「外化」する

統合的な理解・総合的な発揮に至ることができるよう

な問いや評価課題・学習過程のデザイン

「外化」
（書く、話す、作る等）

「外化」を通じ、習得した
内容の意味が一層理解
されたり既有の経験や知
識と結びついたりして、理
解が確かなものとなる

（※1）上記は特定の教育方法を想定する趣旨のものではなく、児童生徒の学習過程のイメージを示したもの
（※2）これらの他にも、児童生徒自身が学習した内容を説明したり、ノートへまとめたりするなど、授業中に行う様々な外化が含まれる。

1-3-20  

更新される「問い」
（「なぜ？つまり？だとすると？

この場合は？」等）

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p452



中学校第２学年の「バレーボール」で深
い学びを実現するにはどのように単元を
構成すればよいだろうか。

「ボール運動」の「統合的な理解」と
「総合的な発揮」を確認してみよう。総
合的な発揮にある「誰もが攻防の楽し
さや喜びを味わうために必要なことを考
える」ことが大事なんだな。
攻防の楽しさを味わうためには、基本
的なボール操作やボールを持たない動
きなどの技能を習得する必要がある。
みんなが楽しむことができるようにするた
めには、フェアなプレイなどの公正や違
いを認めるなどの共生の知識や技能を
身に付けることも必要だ。
公正や共生の知・技を身に付けるには、
思・判・表と関連付けながら学びを深
めることが効果的かもしれない。

各時間の学習が、どのように「統合的な
理解」「総合的な発揮」や単元目標につ
ながっているんだろう。

右のような単元構想図を見て、「統合
的な理解」や「総合的な発揮」、単元
目標と各時間の学習活動を見比べる
と、育成する資質・能力や学習活動の
相互の関連がわかりやすいな。

単元構想に向けた「統合的な理解」「総合的な発揮」の活用イメージ（案） （体育）

統合的な理解 総合的な発揮

個別の知識及び技能
・行い方
・ボール操作
・定位置に戻る動き
・公正、共生等

個別の思考力、判断力、表現力
等
・練習方法を選択する
・誰もが楽しむ方法を見付ける
・フェアなプレイを見付ける
・安全確保の方法を考える

【中２・ボール運動（ネット型）】

補足イメージ⑪体育、保健体育

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p23



小学５年生の「心の健康」の単元で「深い
学び」を実現するには、どのような単元構成
にすればいいかな。

まず、「心の健康」の「統合的な理解」と
「総合的な発揮」を確認してみよう。
学習する内容項目や、それに関連する
資質・能力、そして学習後の生活にどの
ように生かしていくことを目指しているのか
も分かるよ。

具体的に単元計画を立てる際、各時間
で育成する資質・能力や学習活動が、
「統合的な理解」や「総合的な発揮」にど
のようにつながっているか確認したいな。

右のような単元構想イメージをもつと、
各時間の学習がどのようにつながり、何
を目指しているのかが明確になるし、そ
れに合わせた評価機会も設定できそう
だよ。
保健に関する領域では、「総合的な発
揮」に関する課題を解決していく過程
で、「統合的な理解」の内容（健康に
関する概念やそれに関わる原則）に
着目していく学習過程を意識できれば、
各時間の内容が関連付き、深い学び
が実現しやすくなりそうだ。

常に「統合的な理解」「総
合的な発揮」や単元目標を
確認しながら、各時間の学
習内容の関連を意識

【小５・心の健康】 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

統合的な理解 総合的な発揮

心の発達、心と体との密接な関係、不
安や悩みへの対処は心の健康に関連
があり、身近な健康を保つことに関わる
ことを理解する

心をよりよく発達させたり、不安や悩みに対
処する方法を考え、身近な生活に適用する

内容項目例

• 心の発達
• 心と体との密接な関係
• 不安や悩みへの対処

• 心の健康に関わる課題の発見
• よりよい心の発達や心と体の関わりにつ

いて考えること
• 不安や悩みへの対処方法を考えること

単元構想に向けた「統合的な理解」「総合的な発揮」の活用イメージ（案） （保健） 補足イメージ⑫体育、保健体育

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p24



小学校：運動領域

第６学年 単元名：クロール、平泳ぎ、安全確保につながる運動

（統合的な理解）
・水中における特性を生かした動き（浮く、呼吸する、進む）に取り組む中で、環
境の特性を生かした動きを組み合わせることで合理的な運動ができることを理
解している。

（総合的な発揮）
・水の中での活動の特性に応じて、自己の課題の解決の仕方や記録への挑戦の仕方を工夫
するとともに、誰もが楽しく安心して運動に取り組むことができるような行い方を選ぶことができ
る。

・運動等の特性等に応じて、公正、協力、責任、参画、共生、健康・安全とい
った概念を踏まえて必要な行動をとることで、自他が運動に豊かに親しむこと
ができることを理解している。

・運動等の特性等から、誰もが運動の楽しさや喜びを味わうために必要なことを考え、自らの
運動や仲間との関わり方などを工夫できる。

（単元の目標・評価規準）知識及び技能
・クロール、平泳ぎ、安全確保につながる運動の行い方を理解するとともに、手
や足の動きに呼吸を合わせて続けて長く泳ぐことができるようにする。
・約束を守り助け合って運動をしたり、仲間の考えや取組を認めたり、水泳運動
の心得を守って安全に気を配ったりすることができるようにする。

（単元の目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
・自己の能力に適した課題の解決の仕方や記録への挑戦の仕方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

時 学習内容 単元の目標に到達するまでの学習のつながり

12

⚫本時の目標を立てる。
⚫水慣れをする。
⚫クロール，平泳ぎ記録会をする。
⚫単元を振り返り，学習のまとめを
する。

11

10

9

８

７

６

⚫本時の目標を立てる。
⚫水慣れをする。
⚫安全確保につながる運動をする。
⚫自己の課題に応じた練習や記
録への挑戦をする。

⚫本時を振り返り，次時への見通
しをもつ。

５

４

３

２

⚫本時の目標を立てる。
⚫水慣れをする。
⚫安全確保につながる運動をする。
⚫平泳ぎ，クロールをする。
⚫本時を振り返り，次時への見通
しをもつ。

１

⚫単元の目標と学習の進め方を理
解する。

⚫水慣れをする。
⚫自己のできる泳ぎ方で泳ぐ学習
の見通しをもつ。

⚫本時を振り返り，次時への見通
しをもつ。

水
泳
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
。

自己に適した課題の解決の仕方を工夫する。

動きの習得の違いを認めながら、仲間の課題の解決の仕方を共に選び、伝える。

これまでの学習から、水中における特性を生かした動き（呼吸する、
進む）があることを理解する。

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めた支えたりすることが大

切であることを理解する。

【進む】
・スタートは、体を縮めた状態になってプールの壁に両足を揃えてから
、力強く両足で蹴り出した勢いで、顎を引いて腕で頭を挟んで体を
一直線に伸ばした姿勢で進むことができる。
・クロールでは、１ストロークで進む距離が伸びるように、頭の上方で
両手を揃えた姿勢で、片手ずつ大きく水をかくことができる。
・平泳ぎでは、手の動きに合わせて呼吸し、キックの後には息を止め
てしばらく伸びることができる。

【呼吸する】
・クロールでは、肩のローリングを用い、体を左右に傾けながら顔を横に
上げて呼吸をすることができる。
・平泳ぎでは、手を左右に開き水をかきながら、顔を前に上げ呼吸を
することができる。
・安全確保につながる運動では、背浮きや浮き沈みをしながら、タイミ
ングよく呼吸をすることができる。

動きの習得に向けた課題の解決の仕方について理解する。

動きの習得に向けた課題の解決の仕方について理解する。

自己の課題に応じて、水中における特性を生かした動き（進む、呼
吸する）ができる。

自己に適した課題の解決の仕方を工夫する。

「統合的な理解」と「総合的な発揮」を活用した小学校体育科（運動領域）の単元構想（例）

一体的な育成
深
ま
り

深
ま
り

深い学びの可視化



「見方・考え方」の再整理



現行の見方・考え方

分かりにくい…

側面① 各教科等の学びの深まりを示す

側面② 各教科等を学ぶ本質的な意義
の中核を示す

教育課程企画特別部会 論点整理（令和7年9月25日）p20

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会

次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p22



見方・考え方 統合的な理解・総合的な発揮

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p22の記載を基に作成

側面① 各教科等の学びの深まりを示す

側面② 各教科等を学ぶ本質的な意義
の中核を示す



見方・考え方 統合的な理解・総合的な発揮

資質・能力の関係性の理解に

基づき、それらを一体的に育

成する教師の単元づくりを助

け、「深い学び」を

授業で具現化しやすくするこ

とを目指していきましょう。

教師にとっては、児童生徒の

学習・指導を構想する際に

「教科の本質を外

していないか」確か

められるものとして機能する

ことが期待されます。

側面① 各教科等の学びの深まりを示す

側面② 各教科等を学ぶ本質的な意義の中核を示す

「学力向上に
資する精選」

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p58



「見方・考え方」について

＜書きぶりイメージ＞
（教科で扱う事象や対象）を
（教科固有の物事を捉える視点）の視点から捉え（に着目して捉え）
（教科固有の考え方や判断の仕方）すること
＜留意点＞
◎現行より短く端的に（各教科の深まりの鍵は「統合的な理解・総合的な発
揮」を通じて）
◎経験の浅い教師が読んでも端的に理解可能な記述に

各教科等の資質・能力が身に付く中で、様々な世の中を見る視点や考え
方が豊かになり、よりよい社会や幸福な人生に繋げていけることを見方・考
え方によって示す

主体的・対話的で
深い学び

資質・能力が
身に付く

幸福な人生
よりよい社会

見方・考え方（各教科等を学ぶ本質的な意義の中核）

「見方・考え方」の改善の方向性

方向性

⚫ 体育科・保健体育科を学ぶ意義について、児童生徒が学校で学んだ後に、自らの人生や社会との関わりの中で見出していく部分も含めて端的に表
現する。

⚫ 学校卒業後の人生や社会との関わりも見据えて示すものであることを踏まえ、学校種ごとで書き分けることはせず全学校種で統一する。

⚫ 経験の浅い教師や体育科・保健体育科を専門としない教師にとっても理解しやすいものとするため、できるだけ直接的に理解しやすい表現とする。

⚫ 端的な表現とすることによって細部を表現しきれない可能性がある部分については、表形式によって構造化して示す内容のまとまりごとの「統合的な理
解・総合的な発揮」を参照することで、教師の理解を補完できるようにする。

体育

保健

運動やスポーツを、心身の充実に果たす役割や多様な楽しみ方の視点から捉え、自他の豊かな生活及
び活力あふれる社会づくりにつなげること。

保健に関する課題や情報を、健康や安全に関する概念やそれに関わる原則に着目して捉え、リスクの軽減
や生活の質の向上、及び健康・安全を支える環境づくりにつなげること。

現行
運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、
自己の適性等に応じた「する・みる・支える・知る」の多様な関わり方と関連付けること。 92字

個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え、
疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上、健康を支える環境づくりと関連付けること。 80字

現行

改善案

補足イメージ④
体育、保健体育

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p16



「統合的な理解」と「総合的な発揮」を活用した小学校体育科（運動領域）の単元構想（例）

統合的な理解・総合的な発揮

内容のまとまりごとに資質・能力の獲得や発揮の
方向性を示す目標（いわゆる方向目標）

単元の目標・評価規準

単元における達成の目標

教科の目標

教科全体で育成すべき資質・能力を示す全体の達成の目標

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p13、67を基に作成

統合的な理解・総合的な発揮

「統合的な理解・総合的な発揮」は、

それ自体の達成状況を独立して評価する
必要はない



②
多様性の包摂多様性の包摂



全ての子供たちに「深い学び」による資質・能力の育成を図

る必要がある一方、子供たちの多様性は格段に顕在化。子供

の実態や課題に応じた教育課程・学習指導を充実・可能とす

ることで、全ての子供たちを包摂し、必要な資質・能力を育

成する。

その際、民主的で持続可能な社会の創り手を育てる上で、多

様な他者と学ぶ学校が大きな役割を果たす。
中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p403



5. 学習・指導・評価の改善充実の在り方

⚫ 体育・保健の学びは、心と体について、運動を含む様々な活動の中で一体的
に理解を深めていくという特徴があり、体育・保健の両分野を相互に関連づけた
り往還したりしながら計画的に深い学びの実装を図っていくことが重要である。

⚫ 運動やスポーツを通した学習は、性別や技能等の差に関わらず、全ての児童

生徒が自身の状況等を踏まえつつ運動やスポーツと豊かに関わる機会を保障す

るとともに、人と関わりながら自分らしく健康で生き生きとした人生を送る基盤づく

りに貢献する知･徳･体のバランスを支える学びであることに十分留意し、学校や

地域における教育活動全体を見渡しながら指導することが必要である。

⚫ 保健の学習は、社会が刻々と変化する状況を踏まえ、未知のものを含む様々
な課題に対応できる資質・能力の育成を図る観点から、児童生徒の発達の段
階を柔軟に受け入れながら、日常生活における実践力や、よりよい社会を含む
環境づくりへの主体的な参画などの適切な意思決定・行動選択につながる学び
の充実を目指すことが重要。その際、「知・技」を活用するだけではなく、「知・技」
と「思・判・表」を行き来しながら深い学びの実装を図ることに留意が必要である。

⚫ 誰もが運動やスポーツの楽しさや喜びを豊かに味わい、好きを発見したり得意を
伸ばしたりしながら学習を深められるようにする観点から、全ての児童生徒を視
野に入れた１次的支援の考え方を基本として基礎的環境整備に取り組むこと
が重要である。また、個別の状況等に応じた支援(２次的支援)は、基礎的環
境整備の土台があるからこそ円滑に行えることに留意すべきである。なお、運動に
関する学習は、例えば、皆で楽しめるルールを工夫する等、共生の視点を踏まえ
た活動実践と親和的であり、こうした取組を一層充実させることが期待される。
（※1）１次的支援：全ての児童生徒を対象とする「分かりやすい授業」

「多様なニーズに応じた指導」「子供の主体的活動・選択」等

２次的支援：「小集団における支援」「個別の支援」等

⚫ 保健の学習は、児童生徒の心身や生活等のプライバシーに関係する内容もあ
ることを踏まえ、共生の視点とともに個別の支援等にも配慮することが必要であ
る。

⚫ 体育・保健の学習においてICT（生成AIを含む）を活用することは、児童生
徒の状況等を踏まえつつ、学習状況・思考過程・感覚等を可視化し、学ぶ機
会の確保や学習活動の充実を支えることができる強みがある。

⚫ 一方で、ICTの活用に当たっては、自他の身体や健康・安全に関する情報等
を適切に取り扱うことや、実際に体を動かしたり仲間と関わったりする学習活動の
充実を支えるものである視点が損なわれないようにすることに十分留意する必要
がある。

⚫ こうした強みや留意点を踏まえ、主体的・対話的で深い学びとを支える手段と
して、児童生徒・教師双方における一層効果的なICT活用が期待される。

⚫ ハイパフォーマンススポーツに取り組むアスリートは、当該競技について理解を深
めるとともに、自らについても客観視しつつ理解し、課題解決に向けて考え試行
錯誤しながらパフォーマンスを高めていくといったことに高いレベルで取り組んでいる。
こうした知見は、体育・保健の学習に通じる面や活用できる部分があり、学校に
おける学びを深めていく観点からも更なる連携が期待される。

⚫ 運動やスポーツを通した学習を行う上では、安全面に十分に留意のうえ、適切
な活動環境を確保していくことが重要である。昨今の暑さへの対応に関しては、
暑熱順化を取り入れることも含めた実効的かつ現実的な安全管理、指導計画
（実施内容・場所・時期）の工夫、体育館等における計画的な空調整備を
基本として対応を進めることが必要である。

⚫ 「遊び」の要素を取り入れた学習や、全ての児童生徒が安心して豊かに運動に
取り組める授業づくりを進めるうえでは、効果的な環境づくりを行うことが重要であ
り、意図的・計画的な条件整備を進めることが期待される。

⚫ 国において、各教育委員会等と連携しつつ、授業改善に資するモデル開発や
研修機会等の充実・推進を図るとともに、デジタル技術も活用した分かりやすく
使いやすい指導参考資料等を提供することが必要である。

⚫ 学校現場で活用しやすい多様な人材等の参画を支える方策の検討や、外部
人材等の効果的かつ適切な参画に関するノウハウ等の整理・展開について検討
すべき。また、小学校専科指導体制の更なる充実も期待される。

補足イメージ㉔参照

補億イメージ㉕参照

体育、保健体育

（１）体育・保健の深い学びの実装に向けて

（２）多様性の包摂

（３）デジタル学習基盤・ハイパフォーマンススポーツ
知見の活用

（４）活動場所や指導体制等の整備

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p11



幸福な人生
よりよい社会

主体的・対話的で
深い学び

学ぶ過程の中で

見方・考え方
が徐々に資質・能力の育成
を導くようになるとともに、より
よい社会や幸福な人生に繋

げていける

資質・能力
が身に付く

【知識及び技能に関
する統合的な理解】
【思考力、判断力、
表現力等の総合的

な発揮】

⚫ 活力あふれる健康長寿社会・共生社会を実現し
社会全体が持続的にウェルビーイングである状態

⚫ 運動やスポーツを通じた地域・経済の活性化、
人々の豊かなつながり、新たな価値創造の実現

⚫ 人々が健康・安全で、未知の課題にも柔軟かつ
持続的に対応できる能力を備え、豊かな人生を
送ることのできる社会を含む環境づくりに、様々な
担い手が主体的・協働的に参画する社会

より良い社会幸福な人生

学校で体育・保健を学ぶ「本質的意義」

⚫ 生涯を通じた持続的な身体的・精神的・社会的に
良い状態（ウェルビーイングな状態）の実現

⚫ 運動やスポーツとの「する、みる、支える、集まる、つ
ながる」等の関わりを通じた、生涯にわたる楽しさや
喜びの享受と自身の可能性を最大化する豊かなス
ポーツライフの実現

⚫ 自他が安全で安心し、健康を保持増進する人生

⚫ 全ての児童生徒に運動やスポーツの多様な楽しみ方味わう機会を保障するとともに、人と関わりながら自分
らしく健康で生き生きとした人生を送る基盤づくりに貢献する、知･徳･体のバランスを支える不可欠な学び。

⚫ 身体を媒介に協働的に学ぶという独特の学習方法を有し、運動やスポーツの価値を体感できるとともに、認知
的能力のみならず、身体面や社会面、情意面に関わる資質・能力の育成にも力を発揮する強みがある。

⚫ 社会の様々な場面でAIの活用が進むなど、人間の活動に変容がある昨今、自身の身体を通して学ぶこと
は、自己理解の深化につながることに加え、身体を使いこなして能動的に人生を舵取りしながら生き抜く、人
間ならではの力を育む上でも大きな意味を持つ。

⚫ 授業における多様性の包摂に関する活動を通じて、自らの豊かなスポーツライフを舵取りする力と、誰も取り
残さない共生社会の創り手の育成の両方を目指すことができる。

学
校
に
お
け
る
学
び

体育・保健を学ぶ意義・価値について
（各委員からの発表内容を基に作成）

⚫ 学齢期の健康や安全に関する課題の克服、リスクの軽減に資するとともに、生涯を通じて、身体的・精
神的・社会的に良い状態で豊かな生活を送る上での基礎を培う役割がある。なお、学校は、発達段階を
踏まえつつ、保健について計画的かつ系統的に学ぶことのできる最適な場所と考えられる。

⚫ 児童生徒の発達の段階等を踏まえつつ、知識の集積に止まらない健康等に関する原則・概念を習得す
ることにより、健康・安全等に関する課題について適切に意思決定や行動選択する力を育み、未知の健
康課題にも対応できる柔軟で持続的な資質・能力を身に付けることができる。

⚫ 学習内容を主体的に受け止め日常生活で行動化する実践力を身に付けることで、現代的課題を含め
た様々な課題に対応することができるようになるとともに、健康・安全に関するより良い社会を含む環境の
創造に主体的・協働的に参画できる力を育てることにつながる。

体育

保健

未
来
社
会
を
生
き
抜
く

「
人
間
力
」
の
育
成
に
直
結

補足イメージ⑬
体育、保健体育

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p25



事例
⚫ 授業における多様性の包摂に関する活動を通じて、自らの豊かなスポーツライフを

舵取りする力と、誰も取り残さない

共生社会の創り手の育成の

両方を目指すことができる。

体育

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p11より抜粋



【授業の様子】
「体育の見方・考え方」で学習を捉え直す。
運動やスポーツは「すること」だけでなく、「みること」、「支え
ること」、「知ること」など、自己の適性に応じて多様な関わり方が
あることを学んできた。
Ａ児は、これまで学んできた多様な関わり方から、自分にも仲間を
「支えること」ができるのではないかと考えた。

【当該指導での「深い学び」】

Ａ児は、これまでの体育科の学習で「体育の見方・考え方」を学んではいたが、「支えること」につ

いては身体的な面で難しい状況であった。しかし、ICT端末を活用することで、運動やスポーツとの多

様な関わり方が可能となった。本単元では、仲間の動きの改善点をプレゼンテーションソフトに自らま

とめることで、課題の解決に向けて試行錯誤を重ねながら、思考を広げたり深めたりすることができた。

そのような学びの過程を通して、知識の習得だけにとどまらず、思考力、判断力、表現力等の育成や学

びに向かう力、人間性等の涵養にもつながった。また、本単元以降の学習においても、運動やスポーツ

に更に積極的に関わろうとする姿に変容していった。

■指導上の工夫と
ICTの利活用

③単元の終末に、再度、
「体育の見方・考え
方」を確認する。

＊本単元以降の学習においても
「体育の見方・考え方」を働
かせて、深い学びが実現する
ことができるよう、「体育の
見方・考え方」を再度確認す
る。

■課題の解決のために、ICT端末を活用して動きの改善点を伝える。

Ａ児は骨形成不全症（遺伝的要因により、骨形成に異常が見られ、骨折がしやすい状態で、
負荷がかかる運動、接触がある運動については医師から禁止されている）のため、１人１台の
ICT端末が普及されるまでは、跳び箱運動は見学が中心であった。しかし、ICT端末を活用する
ことができるようになり、仲間の動きの改善点を伝えることに自ら取り組むようになった。

①「体育の見方・考え
方」を確認する。

＊「すること」だけでなく「み
ること」、「支えること」、
「知ること」など、自己の適
性等に応じて、運動やスポー
ツとの多様な関わり方がある
ことを単元を通して確認する。

②課題の解決のために、
自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える
活動を位置付ける。

＊ICT端末を使って動きを撮影す
るだけでなく、課題を解決する
ためのICT端末の活用例を紹介
する。
＊体を動かす機会を適切に確保
した上で他者に伝える活動を行
うことに教師は常に留意する。

仲間の動きを撮影するＡ児

Ａ児がプレゼンテーションソフトで作成した資料

ICT端末を活用し、仲間の動きを撮影する。
仲間が更にできるようになりたい技に挑戦する姿を撮影し、動きの

改善点を一緒に考える姿が見られた。その場で改善点が見付からない
際には、放課後や家庭でクラウド上に保存された動画を繰り返し視聴
し、考えを整理していった。

改善点について、プレゼンテーションソフトを活用して伝える。
ICT端末を活用し、動きの改善点をまとめたプレゼンテーションソフ
トを使って説明し、仲間の活動を支えていた。

文部科学省HP「StuDX Style デジタル学習基盤で加速する深い学び」 １．各教科等における深い学びの実践 小学校（体育）



端末を活用して、仲間の改善点を伝える。

動きの改善点を一緒に考える。

自らの豊かなスポーツライフを

舵取りする力

スポーツを通した誰も取り残さない

共生社会の
創り手の育成

文部科学省HP「StuDX Style デジタル学習基盤で加速する深い学び」 １．各教科等における深い学びの実践 小学校（体育）を基に作成



よりよい社会幸福な人生

学校で体育・保健体育を学ぶ「本質的意義」

⚫ 生涯を通じた持続的な身体的・精神的・社会的に
良い状態(ウェルビーイングな状態)の実現

⚫ 運動・スポーツとの「する、みる、支える、集まる、つな
がる」等の関わり方を通じた、生涯にわたる楽しさや
喜びの享受と自身の可能性を最大化する豊かなス
ポーツライフの実現

⚫ 自他が安全で安心し、健康を保持増進する人生

⚫ 活力あふれる健康長寿社会・共生社会を実現し社
会全体が持続的にウェルビーイングである状態

⚫ 運動・スポーツを通じた地域・経済の活性化、人々の
豊かな繋がり、新たな価値創造の実現

⚫ 人々が健康・安全で、未知の課題にも柔軟かつ持続
的に対応できる能力を備え、豊かな人生を送ることの
できる社会を含む環境づくりに、様々な担い手が主体
的・協働的に参画する社会



共生に関する指導の充実



●「学びに向かう力」に位置付けていた公正、協力、責任、

参画、共生、健康・安全の態度に関する要素は、体育科・

保健体育科において育む資質・能力として重要である一方で、

「指導」と「評価」には課題がある。

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p7を基に作成

●態度に関する要素について、「なぜそうするのか」に関わ

る概念的な知識や「何であるか」に関わる事実・内容に関す

る「知識」の面、さらに実際の行い方に関わる「技能」の面

に着目し、「知・技」を中心に再整理すること

で、児童生徒の本質的な理解につながる着実な「指導」につ

なげるとともに、指導事項に係る「評価」の改善を図る。



体育の資質・能力の改善イメージ

改善
イメージ

現行

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

○ 運動やスポーツの実践や健康や体力の保持
増進・豊かなスポーツライフに関する知識及び
技能

○ 運動やスポーツ及び健康に関する思考力、
判断力、表現力等
（運動実践につながる態度に関する思考力、
判断力、表現力等を含む）※中高

○ 運動やスポーツに関する愛好的な態度、態
度に関する各内容（公正、協力、責任、参画、
共生、健康・安全）

○ 主体的に学習に取り組む態度

○ 感性、思いやり等

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

○ 運動やスポーツの実践や心身の健康の保持
増進・豊かなスポーツライフ等に関する知識及
び技能
（公正、協力、責任、参画、共生、健康・
安全といった運動やスポーツとの関わり方
に係る知識及び技能を含む）

○ 運動やスポーツ及び健康に関する思考力、
判断力、表現力等
（運動実践につながる態度に関する思考力、
判断力、表現力等を含む）※中高

○運動やスポーツの多様な楽しみ方を目指す態
度

○健康・安全について考え、学んだことを日々の
生活行動と関連付けて実践しようとする態度

○ 感性、思いやり等

運動やスポーツに多様な関わり方で親しむ姿等を
一層積極的に価値づけ

• 態度に関する要素の「概念知（なぜ）」や「具体知（何か）」といった「知識」の面や、実際の行い方といった「技能」の面に着目して
「知・技」を中心として再整理し、児童生徒の本質的な理解につながる「指導」と「評価」の改善を図る。

• 本改善は、対応する「知・技」の記載がなく、「指導」と「評価」の難しさが指摘されていた、中高における｢運動実践につながる態度に関
する思考力、判断力、表現力等」の改善にも寄与することが期待される。

• 「愛好的な態度」は、 「する」「みる」「支える」といった運動やスポーツの「多様な楽しみ方」を目指す姿を一層積極的に価値づけることに
つなげる観点から、「運動やスポーツの多様な楽しみ方を目指す態度（仮称）」と示し、「学びに向かう力・人間性等」に引き続き位置
付ける。

• 態度に関する内容（公正、協力、責任等）は、体育科において育むべき資質・能力として重要な要素。

• 一方で、その「指導」と「評価」は、体育独自の内容（公正、協力、責任等の要素）と全教科共通の側面（「粘り強さ」と「自己調
整」）があるなど様々な要素が混在し、教師の適切な理解に基づく「指導」と「評価」を難しくしているといった課題があった。特に、体育
を専門としない小学校等の教師にとっては一層理解が難しい面があった。

• また、例えば「公正に取り組もうとしている」等の意思的な部分に関する「指導」と「評価」については、態度を「指導」するという意識が、
公正、協力などの意義について児童生徒の充分な理解を伴わない形式的な「指導」を生んでしまうのではないかといった懸念や、態度
に関する内容の本質を踏まえた子供たちの意思の表出を適切に「評価」することの難しさがあった。

全ての教師に分かりやすい形とし、本質的な資質・能力を育成

補足イメージ⑱

※資質・能力内の各要素は便宜的に示しているものであり、必ずしも網羅的に示しているものではない

「運動との関わり方」
と表現

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p29を基に作成



（１）現行（陸上運動系）

（２）次期イメージ（陸上運動系）

多様性の包摂
なお、運動に関する学習は、例えば、皆で楽しめるルールを工夫
する等、共生の視点を踏まえた活動実践と親和的であり、こうし
た取組を一層充実させることが期待される。

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p11参照

走・跳の運動（第３学年及び第４学年）

学びに向かう力、人間性等
⑶ 運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、勝
敗を受け入れたり、友達の考えを認めたり、場や用具の安全に気を付け
たりすること。

統合的な
理解

陸上運動系「知識及び技能の統合的な理解」

運動の
行い方

走る、跳ぶなどの運動に取り組む中で、動きを組み合わせることにより合理的に体を動かすことができることを理解する。

運動との
関わり方

運動等の特性等に応じて、公正、協力、責任、参画、共生、健康・安全といった概念を踏まえて必要な行動をとることで、自他が運動に
豊かに親しむことができることを理解する。

１・２年
相当

内容

〔①運動遊びに関する事項〕
（検討中）
〔②運動遊びとの関わり方に関する事項〕※内容は現行の記載を転記
＊＊の運動遊びの指導を通して、次の運動遊びとの関わり方を知ること。
ア 順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動遊びをすること。
イ 勝敗を受け入れること。
ウ 場の安全に気を付けること。

３・４年
相当

内容

〔①運動遊びに関する事項〕
（検討中）
〔②運動遊びとの関わり方に関する事項〕※内容は現行の記載を転記
＊＊の運動遊びの指導を通して、次の運動遊びとの関わり方を知ること。
ア きまりを守り誰とでも仲よく運動をすること。
イ 勝敗を受け入れること。
ウ 友達の考えを認めること。
エ 場や用具の安全に気を付けること。

５・６年
相当

内容

〔①運動に関する事項〕
（検討中）
〔②運動との関わり方に関する事項〕※内容は現行の記載を転記
陸上運動の指導を通して、次の運動との関わり方を理解すること
ア 約束を守り助け合って運動をすること。
イ 勝敗を受け入れること。
ウ 仲間の考えや取組を認めること。
エ 場や用具の安全に気を配ること。

共生の視点
学びに向かう力、人間性等から

▼

知識へ
共生の視点

学びに向かう力、人間性等から
▼

知識へ

学びに向かう力、人間性等から

知識及び技能へ

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編p90



２. 改善の方向性（小・運動領域）

（１）現行（ボール運動系）

ボール運動（第５学年及び第６学年）

思考力、判断力、表現力等

ア ルールを工夫すること

○ 誰もが楽しくゲームに参加できるように、（中略）ルールを

選ぶ例

統合的な
発揮

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮

運動の
行い方

走・跳等の特性に応じて、自己の課題の解決の仕方や競争・記録への
挑戦の仕方を工夫するとともに、誰もが楽しく安心して運動に取り組む
ことができるような行い方を選ぶ。

運動との
関わり方

運動等の特性等から、誰もが運動の楽しさや喜びを味わうために必要
なことを考え、自らの運動や仲間との関わり方などを工夫する。

１・２
年
相当

内容
（２） 走ったり跳んだり投げたりする簡単な遊び方を工

夫するとともに、考えたことを友達に伝えること。

３・４年
相当

内容

（２） 自己の課題を見付け、動きを身に付けるための

活動や競走（争）の仕方を工夫するとともに、考えたこと

を友達に伝えること。

５・６年
相当

内容

（２） 自己の課題を見付け、その課題の解決の仕方

や誰もが楽しく安心して取り組める活動の仕方を工夫す

るとともに、自己の考えたことを他者に伝えること。

共生の視点

１・２年
相当

知識及び技能 ×

思・判・表 ×

３・４年
相当

知識及び技能 ●

思・判・表 ×

５・６年
相当

知識及び技能 ●

思・判・表 ●

共生の視点
▼

思考力、判断力、表現力等で一層充実

多様性の包摂
なお、運動に関する学習は、例えば、皆で楽しめるルールを工夫
する等、共生の視点を踏まえた活動実践と親和的であり、こうし
た取組を一層充実させることが期待される。

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p11参照

（２）次期イメージ（陸上運動系）

思考力、判断力、表現力等で

一層充実

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編p143



③
実現可能性の確保実現可能性の確保



①②の実現・両立は容易ではなく、教育課程の実施に伴う負

担への指摘に真摯に向き合い、実現可能性を確保する必要。

教育課程において教師と子供に「余白」（多様な子供たちの

深い学びを実現するための時間的余裕）を創出し、豊かな学

びに繋げる。
中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p403



調整授業時数制度の基本的な枠組み（イメージ）

対象外教科等

対象教科等
（下記以外）

調整授業時数

最大35コマ
（週１コマ程度）

最大70コマ
（週２コマ程度）

全ての対象教科等につき限度まで標準を下回った場合

最大で小138、中128コマ（週4コマ程度）（※）

最大
15%
（※）

1015コマ

既存教科上乗せ・教科新設

既存教科等への
上乗せ

教科新設

①質の高い授業を効果的に実施す
るための教材研究・授業研究
例）教科・学年等で計画的に行う教材研
究等

②教師の資質・能力の向上を図る
ための学校が企画する研修

③児童生徒理解の向上など、学
習・指導上の課題解決に資する情
報共有・協議
例）教科担任制やチーム学年制などと組み
合わせた子供の情報の共有

④学校と地域との連携体制の確保
例）企業・団体等と連携した探究学習の
実施に向けた研究会

①個に応じた学習過程の充実に
資する取組
例）苦手・得意教科等の課題の自己
調整学習、マイ探究の課題の深堀り、
下学年の未習得事項の学び直し

②学習の素地を高める取組
例）効果的な学習方略等に関する体
系的指導、読解力向上プログラム

③関係性の質を高め、学習の
一層の円滑化に特に資する取
組
例）いじめ防止や対人関係スキル向上
プログラム

④その他地域等の特色を生かし
た取組
例）地域の多様な大人と探究的に関
わる活動

（例）
○探究学習の充実のための総合
的な学習の時間への上乗せ

○苦手な子供も多い算数・数学
への上乗せ

○読み書き強化のための国語へ
の上乗せ

（例）
○地域の魅力や学び、地
域課題解決に向けて探究
する独自教科

○シチズンシップ教育を重
点的に行う独自教科など

⚫ 子供たちの実態の多様性が一層顕在化している中で、全ての子供たちに「深い学び」による資質・能力の育成を図ることができる
よう、子供の実態や課題に応じた柔軟な教育課程編成を可能とする「調整授業時数制度」を創設。

⚫ 令和９年度にサキドリ研究校を大幅に増加させ、令和10年度から全国で先行実施を可能とする方向で検討。

※調整後に35コマ以下となる
教科等

類型 類型

「裁量的な時間」

学習枠
各教科等に該当しない、児童生徒
の資質・能力育成に特に資する効
果的な教育プログラム

研究・研修等枠
教育の質の向上に直結する組
織的な研究・研修

※年間指導計画等に基づく組織的・計画的な取組であること等の要件を設定

対象教科等
それぞれの

※ 最大限大きくとった場合の想定であり、制度全体として、中央教育審議会で検討中

※ コマ数は、現行の標準授業時数をもとに記載したものであることに留意

特別活動、道徳、
外国語活動、
音楽・美術（中2・3）など

研究・研修等枠

子供たちの実態や課題に応
じた学びにしたいけど、教科
では難しいな。スキルがない
し、身に付ける時間もない
な

研修で学んだ成果を生かし
たい。子供一人一人課題
が違うから教科ではなくて学
習枠で実践してみよう

学習枠と研究・研修等枠
の往還で各教科等の
資質・能力向上を支える

学習枠

学習枠と研究・研修等枠の関係

1-4-3  

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p455



制度の活用方針を含め
教育課程編成の
方針について承認

・ 私立学校への情報共有・助言等
・ 必要に応じて公立学校担当向け研修への参加を認める

教育課程編成届の提出
指導・助言、伴走支援
不適切な運用の改善

・ 制度の活用状況の把握
・ 知見の共有・情報提供
・ 市町村教委の指導主事や公立学校
等向け研修の実施

調整授業時数制度等に係る質確保のための仕組みの全体像

都道府県教育委員会
※私立学校担当部局含む

各学校

サキドリ研究校

市区町村教育委員会

知見の共有

・ 制度の活用状況・実践事例を調査（教育課程編成・実施状況調査）し、結果提供・必要な制度改善
・ 先行事例の成果等を教育委員会へ情報提供
・ 各都道府県・指定都市教委の指導主事等に向けた研究会・協議会を定期的に開催し、好事例・不適切事例等の周
知・適時の指導助言

学校運営の基本方針とともに、制度
の活用状況についてHP等で公表

学校運営協議会

研究開発学校

⚫ 調整授業時数制度については、児童生徒の多様性の包摂に資するため、児童生徒の実態を最も把握している学校現場の創意工夫を活かすことを重視
するものであるが、各教科等の時数を標準を下回って実施可能とし、その分の調整授業時数を教科等ではない「裁量的な時間」にも充てることを可能とす
るという性質に鑑み、適切に資質・能力の育成に資する取り組みとなるようにすることが必要。

⚫ このため、各学校の挑戦や試行錯誤を応援しながらも、国や都道府県・市町村教育委員会が積極的な役割を果たし、効果的な取組となるよう支援する
とともに、単なる受験対策への傾倒や、教育の質の向上と関連のない教師の活動の実施など、適切ではない取組の実施を防ぎ、仮にそうした取組があっ
た場合には、改善を図ることができるよう担保する仕組みを設けることが必要。

指導・助言、伴走支援

先行事例の創出

※サキドリ研究校としての指定は
調整授業時数制度導入までを想定

保護者・地域住民等

事例や課題
の共有

児童生徒の実態を踏まえて
調整授業時数制度の活用を検討

1-4-4  

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p456



中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程企画特別部会（令和8年9月25日）参考資料２



【裁量的な時間（学習枠）を活用した「自己調整能力」の育成】 ※各学年に年間25～30コマ程度配当
＜授業時間を一律５分短縮した「45分授業」を導入し、年間で創出された約3,350分（約74コマ分）を活用＞

三崎中学校では、重点目標に掲げている「自己調整能力」の育成に向けて、裁量的な時間の中で、生徒自身で目標を立て、その達成
のために必要な事柄や方略を考え、振り返って改善する取組を行っています。

例えば、「ダンスの上達」を目標に掲げた生徒は、その目標達成のために必要な事柄や方略として練習時間や練習メニュー、メンタルトレー
ニング等を書き出し、実行に移します。その進捗を毎時ごとに振り返ることによって、理想と現状の姿のギャップを確かめ、適宜方略の修正を
図るなど自己調整しながら目標に向けた取組を積み重ねます。また、教師は、生徒が振り返りをもとに適切に取組を進めていくことができるよ
う、一人一人の生徒の取組状況を把握し、個に応じて必要な声掛けや支援を行っています。教職員は、生徒が自分自身で決めたことに対
して責任をもって取り組もうとする姿が次第に見られるようになってきたと、手応えを感じています。

教務主任の先生からは、「今後はこの時間を活用し、生徒が達成したことなどをスピーチしたり話し合ったりするなどの活動を通して、自らの
学習の在り方を振り返り、次の取組に繋げていく」と、「自己調整能力」の育成に向けて、三崎中学校としての仕組みを整えていきたいとのお
話もありました。

中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程企画特別部会（令和8年9月25日）参考資料２を基に作成



調整授業時数制度等を活用した学習指導の工夫等について

● 運動やスポーツの多様な楽しみ方や多様性の包摂の観点を踏まえた学習を一層深められる取組

イメージ：【小中高】 従来からよく見聞きするスポーツ以外にも視野を広げ、年齢や障害の有無等を超えて楽しむことを重視して考えられた新しいスポーツや、最新のテクノロジー

等を活用して、様々な立場や状況を超えて楽しめるスポーツに挑戦してみることを通して、スポーツの楽しみ方の視野を広げ、自他にとっての運動やスポーツの価値等を

考えたりする授業

● 外部の専門家や機関等と連携し、運動やスポーツ・健康・安全等について専門的知見等を踏まえて深掘りする取組

イメージ：【小中高】 自治体の防災部局等と連携し、災害発生の仕組みや、災害発生に係る事前・直後・事後の対応の具体から、個人・社会の両面からの安全対策につい

て理解を深め、人々が健康で安全に生活できる社会づくりに関する取組について多角的な検討を深め、交流する授業

● 実社会等との接続を意識した、体育・保健の学習をより探究的に深め交流し合う取組

イメージ：【中高】 知見を有するトレーナー等と連携し、生徒の運動やスポーツの実施について科学的にモニタリング。そのデータ分析に基づいて、よりよい運動やスポーツの実施

等を目指すことを通して、感覚的な理解にとどまらない手法を用いることで運動やスポーツが充実することや、知見に基づいた取組によって安全面にも留意できること等

を幅広く学び、運動やスポーツを支える視点も含めた学びを深める授業

● 地域の特色や地域の人材等を活かした取組

イメージ：【小中高】 地域の自然環境を活かした屋外型の運動やスポーツに挑戦したり、運動やスポーツ施設の利用を通して、地域の自然や社会に関する環境を肌で感じなが

ら、そうした資源と運動やスポーツ等の実施・発展に関わりがあること等を学び、運動やスポーツの捉え方の視野が一層広がる授業

イメージ：【小中高】 地域の保健部局等と連携し、当該地域における健康課題のデータやそこから得られる特色等を踏まえ、地域における健康課題への対応等を考える授業

● 体育と保健のより密接な関連をもたせた取組

イメージ：【小中高】 保健分野「心の健康」の学習で、ストレスへの対処法としてリラクセーションの方法等を取り上げる際、体育分野「体つくり運動」の体ほぐしの運動で行った運

動などを参考に自分に合った運動を実際に試しながら考えるなど、体育と保健との一層の関連を図る授業

活用のイメージ・方向性等

留意が必要と考えられること

● 発展的な内容の取扱いに当たっては、当然ながら発展的な内容を取り扱うこと自体を目的とするのではなく、児童生徒の興味・関心や様々な状況を十分に踏まえつ

つ、児童生徒の一層豊かな活動機会を確保し、活動を通して学びが一層深まることに十分留意することが必要である。その際、カリキュラム・マネジメントの視点を踏ま

え、他教科における学習内容との重複も含めた関わりにも留意が必要である。

● こうした更なる学習の広がり・深まりを考える上では、教科の「見方・考え方」や関係する「統合的な理解・総合的な発揮」を検討に活かすことが有効である。

③裁量的な時間

①既存教科等に上乗せ

③裁量的な時間①既存教科等に上乗せ

①既存教科等に上乗せ

①既存教科等に上乗せ

補足イメージ㉗体育、保健体育

体育・保健体育、健康、安全WG取りまとめ（案）※会議後修正（令和8年8月3日）p39



おわりに



一人一人の子供を徹底的に大切にする

誰一人取り残さない

公教育の矜持（プライド）

学ぶことの保障、そして再確認

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに



今次改訂においては、（中略）「令和の日本型学校教育」を持

続可能な形で継承・発展させることを前提として次期学習指導

要領の在り方について検討してきた
中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（令和8年10月5日）p87

現行 令和の日本型 次期

深い学びとは？

教師の勤務環境整備と整合性を持たせる必要は？

子供の実態に応じた柔軟な教育課程を
編成・実施可能とする必要は？
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